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量（マイＬス苓由令む) の一覧脹を作成Lに欠験ITいよ前述の兄落し拝i -r の枚｡値% If
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　以iL a 叉験鮪巣を跨t えて，曲線（凹・凸ヵ一r）を利輝しれ欠物稚作り乱心　ぷふ
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B 6 織湘。バイ了ス布＼こ関tる基癒研屯－バイTスーカラーin ねじれについ-7

　女化七子大　　煙幕典子　　o落合由美子　半田真由失

　目的　バイアス裁ち。ボーカラーの場合。着用オるにし7c ii<v＼,カラーが｀伸び、幅が｀細

く刄っTzリ、ねじれt生じることが多く見られる。

　そこで今回ほ、%用後どうしてねじれを生1/てしまう・か、原m 1 追求レつとめ７ね
いれのケuいボ- カラーの製作を試みた。

　まで、布目・方向、裁断後布地。処理方法などに着眼を置き次<r>実験?行っTz。

　方法、試験郊として　ボーカラー・ブラウス■E製作ずること１前提に考吏、薄地織物を

慧んだ。基礎実験としT a試験乃を正方形に裁弓、そ。i i対角線を垂直にし7 垂らした

場合と、一定。幅を七っf::左、お45°方向。バイTス地を長だ方向に垂らしプ-場合につい

ての棄形状態乏測定L化。そしてこれら。郷里を踏まi.て、実物製作１行ない、烏びと解

き"Z繰り逞して、ボ- カラーの変形状剱^親緊し尺、

　結果　尨び、解きを繰り返して畝几較的神びやねじin. の少ないボしブjラーの製作ほ、

布地のバイTス方向７ヽ、神びの小寸い方を自重進度神ぼし尺上tヽヽ衿祁を裁ち、製作するの

ヵぐ遜ましいと見ら飢る。


